












先天代謝異常の罹患予防は現在の医学では不可能であり,予防対策の主流は発症予防であ

る。ここでいう発症予防は,遺伝相談,羊水診断,スクリーニング,栄養治療,遺伝工学などを

含めた広いもので,これらを通じて障害児の発症予防対策がなされるものと思われる。 

高アンモニア血症は,高乳酸血症と共に先天代謝異常症のなかでも比較的頻度が高いこと

が知られている。 


